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ふれあい情報 
 2016年 11月 2日（水） 第 238号 

▲足立参議院議員（右）に税制改正の要望書を手渡す阿部会長。

（10月31日、参議院議員会館） 

▲ヒアリングに参加した野田（右）・鈴木

（左）の両副事務局長。 

石橋参議院議員 

大西けいすけ衆議院議員 

平成 29年度税制改正など、民進党・厚労部門会議ヒアリングで要望 企
業
は
減
税
、
年
金
生
活
者
に
は
増
税
と
負
担
増
。
不
公
正
な
税
制
の
是
正
を 

 

課
税
逃
れ
の
タ
ッ
ク
ス
・ヘ
イ
ブ
ン
へ
の
規
制
強
化
必
要 

 

 

民
進
党
厚
生
労
働
部
門
会
議
が
10
月
31
日
に
参
議
院
議
員
会
館
で

開
催
さ
れ
、
厚
労
関
連
の
平
成
29
年
度
税
制
改
正
な
ど
に
対
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
の
阿
部
保
吉
会
長
は
、
年
金

課
税
強
化
の
撤
廃
や
タ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
の
規
制
強
化
な
ど
公
正
な
税

制
を
求
め
て
、
民
進
党
『
次
の
内
閣
』
ネ
ク
ス
ト
厚
生
労
働
大
臣
の
足
立

信
也
参
議
院
議
員
に
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
阿
部
会
長
が
「
退

職
者
連
合
は
7
月
に
政

府
に
対
す
る
社
会
保
障

な
ど
新
し
い
要
求
を
決

定
し
た
が
、
そ
の
中
か
ら

税
制
に
つ
い
て
抜
粋
し

て
要
望
申
し
上
げ
る
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

を
と
る
と
い
う
い
び
つ

な
形
に
な
っ
て
い
る
」
と

発
言
。 

ま
た
大
西
け
い
す
け

衆
議
院
議
員
か
ら
は
、

「
最
低
保
障
機
能
が
損

な
わ
れ
て
い
く
年
金
改

定
の
新
ル
ー
ル
に
つ
い

て
退
職
者
連
合
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
」
と
の

質
問
が
出
ま
し
た
。 

阿
部
会
長
は
「
将
来
世

代
の
こ
と
を
考
え
る
と

名
目
下
限
さ
え
維
持
し

て
も
ら
え
ば
、
あ
る
程
度

の
こ
と
は
我
慢
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と

思
う
。
し
か
し
中
に
は
反

対
も
あ
る
の
で
退
職
者

連
合
と
し
て
は
、
勉
強
し
な
が
ら

民
進
党
の
国
会
追
及
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。 な

お
、
林
道
寛
副
事
務
局
長
、

鈴
木
る
り
副
事
務
局
長
も
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
出
席
し
ま
し
た
。 

（
詳
し
い
内
容
は
、
退
職
者
連
合

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

続
い
て
野
田
那
智
子
副

事
務
局
長
が
、
公
的
年
金
控

除
一
四
○
万
円
と
老
年
者

控
除
50
万
円
の
復
元
、
法

人
税
減
税
を
し
な
い
こ
と
、

復
興
特
別
税
に
つ
い
て
法

人
税
だ
け
前
倒
し
で
終
了

し
た
根
拠
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
タ
ッ
ク
ス･

ヘ
イ

ブ
ン
の
規
制
強
化
の
４
点

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
石
橋
み

ち
ひ
ろ
参
議
院
議
員
が
「
タ

ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
ブ
ン
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た

い
。
富
裕
層
が
税
を
回
避

し
、
庶
民
や
高
齢
者
と
い
っ

た
取
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
税 
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

副
事
務
局
長
に
鈴
木
さ
ん
、
常
任
幹
事
に
松
永
さ
ん 

就
任
へ 

 

鈴木るり さん 

松永茂樹 さん 

連合からの 

新メンバーを紹介 

 

連
合
か
ら
新
し
く
２
人
の
方
が

役
員
と
し
て
退
職
者
連
合
に
来
ま

し
た
。
１
人
は
派
遣
専
従
役
員
と
し

て
鈴
木
る
り
さ
ん
。
も
う
１
人
は
、

松
永
秀
樹
さ
ん
で
す
。 

11
月
16
日
の
第
２
回
幹
事
会
で

鈴
木
さ
ん
は
副
事
務
局
長
、
松
永
さ

ん
は
、
常
任
幹
事
に
就
任
し
ま
す
。 

多
様
性
を
活
か
し
、
支
え
あ
う
社
会
を 

１０月２４日 全労済協会シンポジウム「2025年の日本 破綻か復活か」 

多
様
な
形
で
の
社
会
参
加
が
カ
ギ 

 

 

第
1
部
の
基
調
講
演
①
で
は
、
村

木
厚
子
前
厚
生
労
働
事
務
次
官
が
、

「
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
日
本
だ
が
、

潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
女
性
、
高
齢

者
、
不
本
意
非
正
規
と
い
わ
れ
る
若
者

が
、
た
と
え
フ
ル
に
働
け
な
い
と
し
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
活
か
し
た
働

き
方
を
し
て
、
社
会
参
加
し
て
い
く
こ

と
で
状
況
は
変
わ
り
得
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

持
続
す
る
社
会
保
障
制
度
の 確

立
を 

続
く
基
調
講
演
②
で
は
、
駒
村
康
平

慶
応
大
学
経
済
学
部
教
授
が
、「
二
○

二
五
年
が
破
綻
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

二
○
二
五
年
以
降
も
持
続
す
る
社
会

保
障
制
度
の
確
立
、
低
下
す
る
年
金
水

準
へ
の
対
応
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
へ
の
対
応
、
非
正
規
労
働
者

も
家
族
が
も
て
る
よ
う
に
す
る
等
に

取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

多
様
性
を
活
か
し
た
人
づ
く
り 

第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
村
木
前
事
務
次
官
、
駒
村

教
授
、
戎
野
淑
子
立
正
大
学
経
済
学
部

教
授
、
大
原
裕
介
社
会
福
祉
法
人
ゆ
う

ゆ
う
理
事
長
を
パ
ネ
ラ
ー
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
渡
辺
真
理
氏
（
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
、「
今
後
の
課

題
は
長
期
的
視
点
か
ら
の
社
会
作
り

を
い
か
に
し
て
い
く
か
で
あ
り
、
多
様

性
を
活
か
し
て
、
社
会
を
担
う
人
材
育

成
、
技
術
・
技
能
の
伝
承
、
発
展
で
安

心
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
最
後
に
ま
と
め
ま
し

た
。 

 

全
労
済
協
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「二
○
二
五
年
の
日
本 

破
綻
か
復
活

か
」が
、
10
月
24
日
に
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
四
○
○
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
は
後
援
団
体
の
ひ
と
つ
と
し
て
名
を
連

ね
、
事
務
局
か
ら
野
田
那
智
子
副
事
務
局
長
、
鈴
木
る
り
副
事
務
局
長
、

高
柳
京
子
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

カジノ賭博合法化法案の審議入り
に反対し、廃案を求める声明 
 
＜全国カジノ賭博場設置反対連絡協議会＞ 

 

議員立法で提出されている所謂「カジノ賭

博合法化法案」が、現在開会中の臨時国会に

おいて審議入りの動きを見せています。 

これまでカジノ法案の廃案を訴えてきた

多くの弁護士や市民などでつくる「全国カジ

ノ賭博場設置反対連絡協議会」（代表・新里

宏二弁護士）では、あらためて本法案の審議

入りに反対し、国会は速やかにこれを廃案に

すべきであることを訴え、１０月２１日に

｢反対声明｣を発表しました。 

日本退職者連合も全国カジノ賭博場設置

反対連絡協議会に参加し、菅井義夫事務局長

が副代表に就任しており、審議入りに強く反

対して、廃案をめざした取り組みをすすめて

います。なお「声明文」は、退職者連合のＨ

Ｐをご覧ください。 

 


